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「持続可能な開発目標（The Sustainable Development Goals）」は、

万人のための質的・量的に持続可能な未来を達成するための青写真
である。

それらは、私たちが直面するグローバルな課題、すなわち貧困、不平
等、気候変動、環境劣化、繁栄、平和、正義等に関する課題に対応す
る。

個別の目標は互いに関連し合い、誰一人として取り残されないように、
2030年までにそれぞれの目標を達成することが重要である。

国連SDGsについて1

「持続可能な開発のための2030年アジェンダ（The 2030 Agenda for Sustainable
Development）」は、2015年に全ての国連加盟国によって採択された。

そ の ア ジ ェ ン ダ の 核 と な っ た の が 、 「 17 の 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ： the 17
Sustainable Development Goals (SDGs)」であり、先進国も開発途上国も、すべ

ての国々がグローバルなパートナーシップによって緊急の行動に移ることを促すも
のである。

彼等は、貧困やその他の窮乏に終止符を打つためには、互いに手を携えて健康と
教育を改善し、不平等を減少させ、経済成長を図るその一方で、気候変動に取り
組み、海洋と森林を保全する戦略とともに前進する必要がある、と認識している。
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SDGsは、多くの国々と「国連経済・社会問題局（Ｔhe UN Department of Economic
and Social Affairs）」を含む国連の、数十年におよぶ活動の成果である。

1992年6月にブラジルのリオ・デジャネイロで「地球サミット」が開催され、178ヶ国が
「アジェンダ21」を採択した。それは、人間の生活を改善し、環境を保全する持続可

能な開発のためのグローバルなパートナーシップを形成する行動の総合的な計画で
あった。

2000年9月にニューヨークの国連本部で開催された「ミレニアム・サミット」では、加盟
国が全会一致で「ミレニアム宣言（Ｔhe Millennium Declaration）」を採択した。この
サミットでは、2015年までに極貧を改善するための、8つの「ミレニアム開発目標：
The Millennium Development Goals (MDGs)」を策定することとなった。

2002年に南アフリカで開催された「持続可能な開発に関するワールド・サミット」では

「持続可能な開発ヨハネスブルグ宣言」および「同実施計画」が採択され、アジェンダ
21およびミレニアム開発目標に基づく貧困や環境問題へのグローバルな国々による

取り組みが再確認され、特に多様な主体間のパートナーシップに、より大きな強調が
置かれた。

2012年6月にリオデジャネイロで開催された「国連持続可能な開発会議：Rio+20」に
おいて、加盟国 は議事報告書「私達が望む未来（The Future We Want）」を採択し
た。その中で、とりわけMDGsに基づく一連のSDGsを開発するプロセスの立ち上げ
を決定し、「国連持続可能な開発ハイレベル政策フォーラム（The UN High-level
Political Forum on Sustainable Development）」を創設することとした。

同報告書には、開発基金、小島途上国、その他に関する将来のプログラムの必須
事項の対策も含まれていた。

2013年の総会では、SDGsに関する提案を取りまとめるための３０ヶ国の委員から
なる「公開ワーキンググループ」が設立された。

2015年1月の総会では、2015年以降の開発アジェンダに関する協議プロセスが開
始された。

2015年9月に開催された「国連持続可能な開発サミット」で、そのプロセスの過程と
して、17のSDGsを核とする「持続可能な開発のための2030アジェンダ（The 2030
Agenda for Sustainable Development）」 が採択された。
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2015年は、下記のような主要な協定の採択を伴う多国間の国際的政策を形成する
上で、記念すべき１年であった。

1） 2015年3月：災害リスク低減のための仙台枠組み（Sendai Framework for
Disaster Risk Reduction)

2） 2015年7月：開発投資に関するアジスアベバ行動アジェンダ（Addis Ababa
Action Agenda on Financing for Development )

3） 2015年9月：世界の変革／持続可能な開発のための2030アジェンダおよびそ
の17のSDGs (Transforming our world: the 2030 Agenda for Sustainable
Development with its 17 SDGs) がニューヨークで開催された「国連持続可能な開
発サミット」にて採択

4） 2015年12月：気候変動に関するパリ協定（Paris Agreement on Climate
Change )

現在は、「国連持続可能な開発ハイレベル政策年次フォーラム（Ｔhe annual High-
level Political Forum on Sustainable Development）」が、SDGsのフォロ－アップ
とレビューを行う、国連の中心的なプラットホームとしての役割を担っている。

現在、「国連経済・社会局：Ｔhe United Nations Department of Economic and
Social Affairs (UNDESA)」内の「持続可能な開発課（Ｔhe Division for Sustainable
Development Goals (DSDG)」が、SDGsおよび関連する諸問題の実質的な支援と

能力開発を担当している。それらのテーマには、水、エネルギー、気候、海洋、都市
化、交通、科学・技術、「グローバルな持続可能な開発レポート（Ｔhe Global
Sustainable Development Report (GSDR)」, パートナーシップ、小島途上国などが
含まれる。

DSDGは、2030アジェンダの国連広域組織による実践およびSDGsに関する広報・
普及活動の評価の核となる役割を担っている。そして、2030アジェンダを実現するた
めには、SDGsの広範囲な共有化をグローバルな目標を達成するすべてのステーク
ホルダーによる強力な取り組みに翻訳しなければならない。

DSDGはその取り組みの促進を支援することを目的としている。

出典 https://sustainabledevelopment.un.org/sdgs
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国連 SDGs の概要

17 の目標は169のターゲットを伴い、さらに225の 指標で測られる

Basic human needs

Environment Infrastructure for achieving SDGs

国連 SDGs の構造

Economic 
growth
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11

Goal #11:包摂的で、安全かつレジリエントで、持続可能
な都市及び人間居住を実現する

Goals

17の目標は169のターゲットを伴い,
さらに232の指標で測られる

12

11.1   By 2030, ensure access for all to adequate, safe and affordable housing and 
basic services, and upgrade slums.

11.2   By 2030, provide access to safe, affordable, accessible and sustainable transport 
systems for all, improving road safety, notably by expandingpublic transport, 
with special attention to the needs of those in vulnerable situations, women, 
children, persons with disabilities and older persons.

11.3   By 2030, enhance inclusive and sustainable urbanization and capacity for 
participatory, integrated and sustainable human settlement planning and 
management in all countries.

11.4   Strengthen efforts to protect and safeguard the world’s cultural and natural 
heritage.

11.5   By 2030, significantly reduce the number of deaths and the number of people 
affected and substantially decrease the direct economic losses relative to global 
gross domestic product caused by disasters, including water‐related disasters, 
with a focus on protecting the poor and people in vulnerable situations.

Targets:  SDG#11の10のTargetsは建築環境に大変関連が深い
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13

11.6   By 2030, reduce the adverse per capita environmental impact of cities,
including by paying special attention to air quality and municipal and other waste 
management.

11.7   By 2030, provide universal access to safe, inclusive and accessible, green and 
public spaces, in particular for women and children, older persons and persons 
with disabilities.

11.a   Support positive economic, social and environmental links between urban, peri‐
urban and rural areas by strengthening national and regional development 
planning.

11.b   By 2020, substantially increase the number of cities and human settlements 
adopting and implementing integrated policies and plans towards inclusion, 
resource efficiency, mitigation and adaptation to climate change, resilience to 
disasters, and develop and implement, in line with the Sendai Framework for 
Disaster Risk Reduction 2015‐2030, holistic disaster risk management at all levels.

11.c   Support least developed countries, including through financial and technical 
assistance, in building sustainable and resilient buildings utilizing local materials.

Targets (続き)

14

Indicators:  Goal#11／10 Targets／16 Indicatorsからの抜粋

11.1.1  Proportion of urban population living in slums, informal settlements or 
inadequate housing

11.2.1  Proportion of population that has convenient access to public transport,  by sex, 
age and persons with disabilities

11.3.1  Ratio of land consumption rate to population growth rate
11.3.2  Proportion of cities with a direct participation structure of civil society in urban 

planning and management that operate regularly and democratically

11.4.1 Total expenditure (public and private) per capita spent on the preservation, 
protection and conservation of all cultural and natural heritage, by type of 
heritage (cultural, natural, mixed and World Heritage Centre designation), 
level of government (national, regional and local/municipal), type of 
expenditure (operating expenditure/investment) and type of private funding 
(donations in kind, private non‐profit sector and sponsorship) 

11.5.1  Number of deaths, missing persons and directly affected persons attributed to 
disasters per 100,000 population

11.5.2  Direct economic loss in relation to global GDP, damage to critical infrastructure 
and number of disruptions to basic services, attributed to disasters

Kazuo Iwamura
タイプライターテキスト
07



国連SDGsに関するUIA 常置委員会
について

The Sustainable Development 
Agenda

The International Union of 
Architects

2

この人口移動、気候変動そして予期せぬレベルの都市化の時代にあって、建築
家は建築環境の複雑な課題に応えるべき重要な役割を担っている。

国連持続可能な開発目標(SDGs)は、こうしたアジェンダと同時に、貧困の撲滅、

地球の保全、グローバルな規模での繁栄を確保といった課題に対処する枠組み
を設定した。

UIAは、この国連による先導的政策と、世界中の建築家の実践的な活動を橋渡
橋渡できる絶好の位置を占めている。

従って、SDGsに直接的に対応する常置委員会を設立することによって、UIAは意

識を高め、知識を創造し、コミュニケーションを活発にし、会員のグローバルなネッ
トワークを介して情報を普及する上で、多大な影響力を発揮することができる。

すなわち、本常置委員会は、建築家が単に持続可能な開発のための新たなア
アジェンダに対処するだけでなく、その実践と革新において規範的であることを確
ことを確実にすることを目的としている。

Mission

Kazuo Iwamura
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1. 採択された政策表明を通して、17の個々の目標に応答する

To respond to each of the 17 goals through adopted policy statements.

2. COPsやWorld Urban Forumといった国連の重要な集まりに積極的に参加し、UIAの

目に見える活発な存在感をアピールする。

To have a visible and active presence at important UN meetings, including COPs and 

World Urban Forums.

3. うまく機能する持続可能な社会における、建築の重要性を積極的に庇護する

To champion the importance of architecture in the development of well‐

functioning sustainable societies.

4. UIAの会員間の交流の場を築きあげる

To establish a platform for exchange between members of the UIA.

5. 本常置委員会の政策表明を、できるだけ広範囲に普及させる

To promulgate the Commission’s policy statements as widely as possible.

Aims

共同委員長
Natalie Mossin
Ishtiaque Zahir Titas 

事務局
Annette Blegvad 
在Copenhagen

UIA 総会

UIA 役員会

事務局 共同委員長共同委員長

運営委員会

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 報告書 イベントU
I

A
常

置
委

員
会

年１回開催

17

委員

Structure‐1
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10名の運営委員会委員は、UIAの５地域を代表
し、事務局はコペンハーゲンに置かれている

共同委員長
Natalie Mossin Denmark
Ishtiaque Titas Bangladesh

運営委員会委員
Yves MONNOT France
Alessandro MARATA Italy
István Kistelegdi Hungary
Yaroslav Usov Russia
Z SMITH USA
Cid BLANCO Jr. Brazil
Qingqin WANG China
Sudeep PAUDYAL Nepal
Mona RADY Egypt
Ramatu ALIYU Nigeria

Structure‐2

理事
Peter Oborn UK
Mohammed Munyanya Kenya
Prakash Desmukh (alt) India

委員
Bruno Marques Portugal
Nikos Tsinikas Greece
He Jianqing China 
CHAN Cho Sing Joel Hong-Kong
Sunil Degwekar India
Lalichan Zacharias India
Kazuo Iwamura Japan
Chul Hee Kang Korea
Jo, Seung Koo Korea
Lee, Kiwan Korea
Alice Leong PEK LIAN Malaysia 
Flora Runumi Uganda

Structure‐3
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3

01

CONTENTS 序 文…………………………………………………………………  03
イントロダクション…………………………………………………  04

17の持続可能な開発目標：2030年に向けて

1 貧困をなくそう………………………………………………………… 08

2 飢餓をゼロに…………………………………………………………… 08

3 すべての人々に健康と福祉を………………………………………… 11  

4 質の高い教育をみんなに……………………………………………… 13

5 ジェンダー平等を実現しよう………………………………………… 15

6 安全な水とトイレを世界中に………………………………………… 17

7 エネルギーをみんなに、そしてクリーンに………………………… 19

8 働きがいも経済成長も………………………………………………… 21

9 産業と革新の基盤をつくろう………………………………………… 23

10 人や国の不平等をなくそう…………………………………………… 25

11 住み続けられるまちづくりを………………………………………… 27

12 つくる責任、つかう責任……………………………………………… 29                   

13 気候変動に具体的な対策を…………………………………………… 31

14 海の豊かさを守ろう…………………………………………………… 33

15 陸の豊かさを守ろう…………………………………………………… 35

16 平和と公正をすべての人に…………………………………………… 37

17 パートナーシップで目標を達成しよう……………………………… 39

謝 辞………………………………………………………………… 41

02

Kazuo Iwamura
タイプライターテキスト
11



PREFACE

SDGs（持続可能な開発目標）は、
貧しい国、豊かな国、あるいは中級の国等、あらゆる国々に対して、

地球を守り繁栄を築くための
行動を起こす呼びかけである。

建築家は、我々が未来に持続可能な都市およびコミュニティを実現できる
アイデアを生み出し、具体的な提案をすることができる。

そして開いた議論を仕掛け、我々により良い解決手段をもたらす
パートナーシップによる協働を推進し、

関連する当局をして必要な決め事を前進させることができる。

Morgens Lykketoft
元デンマーク財務・外務大臣

国連総会議長（2015.9-2016.9）

2018年11月

03

INTRO

17の国連SDGｓ(Sustainable Development Goals：以下同様)は、より持続

可能な未来を実現するために国連を構成する人々の願いを端的に記述した
ものである。

この目標は、全ての人々にとって、より良く、より持続可能な未来を達成する
ために必要な取組課題を定義づけている。そして、貧困、不平等、気候変動、
環境劣化、繁栄、平和、正義などといったことに関する、我々が直面するグ
ローバルな問題に取り組んでいる。それぞれの目標は互いに深く関連づけ
られ、誰一人として取り残されず、各目標を2030年までに達成できるよう、
全世界がこの重大な行動に移らなければならない。

建築環境、プランニング、建築、およびデザインは各目標と相互に作用する。
そして最も重要なことは、単に望ましいレベルや未来の可能性の記述に留
まらず、世界中に実現した建物、施設群、都市によるものである。建築的な
答えは既に至るところに存在し、持続可能なコミュニティや生活の質の向上
に貢献している。しかしながら、建築環境もまた現在の課題、すなわち、エネ
ルギーや天然資源の主要な消費者の一部である。さらに、建物の建て方に
よっては不平等をさらに悪化させ、健康を害する恐れがある。

04
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以上の理由で、デンマーク王立美術アカデミー建築学部デザイン・保存学科
建築技術研究所、デンマーク建築家協会、UIA（国際建築家連盟）国連SDGｓ

常置委員会は、目標の達成に向けて本建築ガイドを作成した。我々は、この
ガイドブックによって建築環境と目標との関係を明示し、建築家や建築環境に
関する当事者が、課題に積極的に取り組むことを期待するものである。我々
一人ひとりが、目標の実現に寄与することが求められているのだ。

本書の意図は目標の達成に向けた建築ガイドを提供することである。17の章

立ては各目標の国連による定義づけを示したうえで、その建築環境との相互
関係を概説し、建築的な貢献を彩る既に実現したプロジェクトの事例で構成さ
れている。

その多くの事例は一つ以上の目標に関連しているが、ここでの目的は持続可
能なプロジェクトの全体像を詳述することではなく、目標が建築と関連してい
る概要を理解することである。前述した通り、全てのケースは実際に完成した
建築プロジェクト、プランニング、構造等である。我々の望むことは、これらの
事例が、いかにして建築環境がそれぞれの目標に寄与できるのかについて
議論を始めるための基盤を提供することである。

05

この建築ガイドの初版においては、各目標につき２～３事例を示した。その多く
はデンマークの事例である。今後の版ではプロジェクトの範囲を拡大する予定
であり、2020年に出版予定の第2版に収録されるべき多くの事例の提案を歓迎

する。それは建築家と建築がいかに目標の達成に寄与できるかを示す、既に実
現したものに限る。本ガイドに掲げた各事例はインスピレーションを与え、注目
すべきものだが、建築環境がいかにして目標の達成に寄与できるかという問い
に対する最終的な解答ではない。それは一つの答えだけではないからだ。

目標の達成に向けて行動するには、地域の気候、文化、課題に適用される数
多くの新たな答えが必要であり、それも理念としてだけではなく、地上に実現し、
実際に使われているものである。建物、まち、プランニングの実例を通して、そ
の効果が環境および生活の質の向上が達成できる実態を知ることができる。

本書は建築、プランニング、デザインの将来を形作る建築の学生、建築と目標
との間の関係性を理解することで彼らを支援する政治家、そしてこれからの集
合的な課題に取り組むすべての市民、専門家、組織のために作られた。それは
地球を保全しつつ社会のニーズに応えることに他ならない。

本書編集委員会を代表して

編集主幹
Natalie MOSSIN (ナタリー・モッシン)
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国連 17 SDGs 建築ガイド一覧

（本一覧は「SDGs建築ガイド」の要約として取りまとめたものである）

07

08

Kazuo Iwamura
タイプライターテキスト
14



建築が人々を貧困から
引き上げられるわけで
はないが、建築環境は
手に入れることのできる
住宅や組織を通して、
人々の生活に与えるイ
ンパクトを緩和する影響
を与えることができる。

あらゆる場所で、あ
らゆる形態の貧困に
終止符を打つ

Pondicherry,
India

①ホームレスの子供と里親のための住まい

②アフォーダブルな住まいの類型の実験住宅

③現場で焼成する泥土住宅

④地域の自然資源、技術の活用

⑤窯としての住宅によるセラミック製品の現場
製造

⑥廃棄材のアップサイクル

1‐1.

09

飢餓に終止符を打ち、
食料の安定確保と栄養
状態の改善を達成する
とともに、持続可能な農
業を推進する

建築環境は、現在のエ
コ・システムを保全し、食
糧生産のための面積を
保全、拡大することを優
先するプランニング、ラン
ドスケープ・デザイン、複
合建築によって食糧供給
を確保することに貢献で
きる。

Radonia,
Denmark

①ローカルな農業の活用による資源・時
間の節約

②資源効率を高める新たな水耕栽培シス
テム

③淡水使用量の削減

④リース、移動可能な構造

⑤食糧地産地消の再考とコミュニティの育
成と教育

⑥併設した社会施設を活用したイベント、
意識の高揚

2‐1.
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11

あらゆる年齢のすべ
ての人々の健康的な
生活を確保し、福祉
を推進する

殆どの人は生活の大
半を室内で暮らす。し
たがって、室内気候は
健康に多大な影響を及
ぼす要因である。

Manchester, UK

①癌患者とその家族を社会的に支援するマ
ギーズ・センター

②建築が寄与できる癒やし（静寂・清浄な空
気）の役割：空間、色彩、音、安心、快適性

③自然光、緑、眺望に配慮した「家から離れた
家」

④個人的ニッチ、図書館、運動室、集会・喫茶
室等の多彩な空間の中心に厨房と共用大食卓

⑤温室内外での治癒効果を楽しめる多彩な仕
掛け

3‐3.
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13

すべての人々に包摂的
かつ公平で質の高い教
育を提供し、生涯学習の
機会を促進する

学校や教育空間は、未
来のための投資対象と
して最も重要な一部で
ある。

Za´atari Village,
Jordan

①シリアからの非合法難民キャンプでは教育施
設がない

②「難民の子供達に100の教室を」運動の目的
は、移動可能な簡略な学校を提供すること

③そして、その技術を参加型ワークショップで普
及すること

④NGOヨルダンを変える運動と協働し、子供の
ための空間をスーパー・アドベ構法で実現

⑤その技術を地域に伝えることで、生計と地域
社会を強化

4‐3.
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15

ジェンダーの平等を達
成し、すべての女性と
女児のエンパワーメン
トを図る

ジェンダーの平等に向け
た運動を支援するため
に、建築、まち、都市の
デザインが、性差に拘わ
らずあらゆる市民に開
かれたものでなければ
ならない。 Skørping,

Denmark

①男性と女性は身体的運動に関わる空間的嗜好性
が異なる

②本プロジェクトの目的は、女児の積極的な身体的
運動の促進

③クラスター状に分散した遊び場と樹林との融合と、
そのルートに木製の多様な要素を配置

④そこにグループワーク用のラウンジ、スクリーンの
設置と、安全な「エッジゾーン」として様々なこども達
に開いた施設構成

⑤その結果、女児の運動への取組が増加した

5‐3.
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17

すべての人に水と衛生
へのアクセスと持続可
能な管理を確保する

きれいな水が希少な地
域で雨水を利用するに
は、建築および市街地
は雨水を集水し、浄化
し、飲み水として使える
ようにデザインしなけれ
ばならない。

Dorse,
Ethiopia

①エチオピアの健康問題は安全な水と衛生施設の不備に起因

②ワルカ・タワーはそんな地域のための水資源供給施設で、大
気の蒸気から結露と重力によって水を抽出する

③従って、地域の村人が操作でき、同時に天蓋の日陰、や木
陰で学校や集会が開けるコミュニティの共用空間を兼ねる

④また、地域産の生分解で100％リサイクル可能な材料を使用

➄建設、メンテも村人が簡易にできるようにデザインされている

6‐1.
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19

安価で信頼できる持続可
能な新しいエネルギーを
みんなに確保する

建築環境はエネルギー
消費の主な原因であり、
その一方でエネルギーを
生産できる大変大きな能
力を持っている。

Penang,
Malaysia

①建築のデザインがエネル
ギー性能とエコロジカル・フット
プリントを左右し得る

②本事例は工場、倉庫、オフィ
スからなり、医療器具の研究・
製造・サービスを行っている

③気候条件に適したエネル
ギー効率の高い設計で、以前
の工場に比し45％の消費削減
を達成

④ルーバー状の屋根で遮光し、
樹木・植栽の日陰と蒸散効果
等、パッシブな環境制御を実践

7‐3.
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21

包括的かつ持続可能な
経済成長及び、全ての
人々の完全かつ生産的
な雇用と働きがいのあ
る 人 間 ら し い 雇 用
（ディーセント・ワーク）を
促進する

建築環境は、働きがいの
ある仕事と経済成長に、
その計画レベルと建設レ
ベルの両方で相互関係
がある。

Goa, India

①インドでの出稼ぎ労働者は1千万人に上り、同
伴する子供達の教育が大きな問題である

②本「動く学校」は、水に浮いたり、陸路を移動で
きたり、折りたためる移動可能教室である

③ゴアでは河岸の砂利採取で集まった季節労働
者のための教室が浮き板の上に初めて建てられ、
その後陸上用が開発された

④最新版はテント状の移動可能な教室である

8‐3.
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23

①1950年以来90億㌧のﾌﾟﾗｽﾁｯｸが生産さ
れ、内約70億㌧が廃棄物となった。その
10％以下しかリサイクルされておらず、生
分解には大変な時間がかかる

②事例の開発企業はアートと技術を統合し、
広く社会にスクラップの持つ意外な美を訴
えた

③そして、全ての材料は手作りで、100％リ

サイクル、アップサイクルできる無害なプラ
スチックでできている

④その利用範囲はインテリアの仕上げから、
外壁の被覆材に至るまで非常に名場広く、
材料のリサイクル資源も多彩

レジリエントなインフラ
構築、包括的かつ持続
可能な産業化の促進、
及びイノベーションの
推進を図る

建設産業は大量の廃棄
物を生み、膨大な量の天
然資源やエネルギーを
消費する。

9‐2.
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各国内及び各国間の不平
等を是正する

建築環境は、格差を増大、
強化するものとしての役割を
演じてしまうことがある。

Helsinki,
Finland

①日常生活に忙殺される誰もが、時に心の癒しとなる空間と時
間を必要とする

②しかし、これまでその多くは特定の集団や個人の利用に限定
され、相互交流も限定的だった

③本チャペルは宗教、信条、出自に拘わらず、インクルーシブな
癒しと平和のための空間を持つ

④賑やかな中心市街地にあって、フィンランド産の木材で曲面が
構成され、彫刻的にデザインされたその建築は、温かい雰囲気
と快適な音響環境を市民に提供している

10‐1.
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27

包摂的で、安全かつレ
ジリエントで、持続可能
な都市及び人間居住を
実現する

建築環境は、持続可能
な都市やコミュニティの
発展にとって極めて需要
である。

Leeds, UK

①都市も建築も、そのデザインによって安全でレジリ
エントな環境を創出し、効率の高い資源・エネルギー
利用を促進しなければならない

②本事例の「低負荷型生活の、アフォーダブルなコ
ミュニティ（LILAC）」とは、プライベートな領域と共用施
設を混在させたコ・ハウジングである

③その中には緑地で囲まれた家事施設のあるコモ
ン・ハウスがあり、社会的交流を促進する

④建築的には、地域産材を多用したプレファブ構法と
ストロー・ベールや、高効率の設備等との組合せに
よって、極めてエネルギー消費の少ない快適な住環
境が生まれた

➄また、カーシェアリング、設備・工具の講習、共同食
事会、菜園栽培等が運営されている

11‐1.
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29

持続可能な生産と消費
のパターンを確保する

建設産業は、廃棄物を生
み出す主な産業の一つ
である。

Rudrapur, 
Bangladesh

①途上国では家内産業や自給自足に依存してき
たが、生活の都市化や近代化とともに輸入材の
急増等により建築のカーボンフットプリントが増大

②本事例はバングラデッシュの寒村に伝統工法
と近代構法を結合して建設された職業訓練学校

③パッシブな自然エネルギー利用、空間構成の
合理化、地方の文化に根ざした美学やライフスタ
イルの尊重、セルフビルドにより、住民が誇れる
アフォーダブルで美しい学びの場が実現した

12‐1.
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31

気候変動とその影響に
立ち向かうため、緊急
対策をとる

建築環境のCO2フットプリ

ントは削減しなければな
らず、建築やまちは変動
しつつある気候に適応で
きるようにしなければな
らない。

Harbin,
China

①都市の洪水対策として、習近平主席は「都
市はスポンジのようでなければならない」とし、
中国における急激な都市化に、伝統的な手
法を再導入した

②本事例はその「スポンジ・シティー」の政策
に準拠したランドスケープ・デザインである

③そして、ハルビン市の新地区の広大な公園
かつての湿地を再生し、気候変動に対応した

④この湿地は開発地域からの雨水の貯留・
浄化するともに、自生する豊かな植物景観を
もたらす

13‐1.
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海洋と海洋資源を持続
可能な開発に向けて保
全し、持続可能な形で
利用する

殆どの建築環境は陸上
にあるが、その活動は海
洋に影響を及ぼす。

Copenhagen,
Denmark

①持続可能な建築ほ、そのすべての部材や建材が循
環的利用できるように配慮すべきである

②特に生産されるプラスチックの2割が建設産業で消

費されるため、そのリサイクルに大きな可能性を秘め
ている

③本事例は既存の照明器具にエネルギー消費の少な
いLED灯具の適用を可能とし、かつ全ての部材を再利
用、リサイクルできるように開発した灯具である

④特に近年頻発する「幽霊漁網」の「幽霊漁業」に鑑
み、本製品ではこの幽霊漁網を原料とし、アップサイク
ルした素材を開発し、デンマーク国立水族館に設置さ
れた

14‐1.
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35

陸上生態系の保護、回
復および持続可能な利
用の推進、森林の持続
可能な管理、砂漠化へ
の対処、土地劣化の阻
止および逆転、ならびに
生物多様性損失の阻止
を図る

陸地を占拠する建築、ま
ち、都市の量的拡大が
急速に進んでいる。

Qinhuangdao,
China

①建築の自然への介入と保全のバランスを
取ることで、高密度な地域で野生生物を保護
し、かつ緑豊かなエリアへのアクセスを確保
する

②本事例はリクリエーションのためのランド
スケープ建築で、上記の目的に応えるもので
ある

③印象的な赤いリボン状のオブジェが河岸
に沿って湾曲し、様々な要素が統合された
オープンスペースに人々を誘う

④遊歩道は市民のための川と湿地に向かう
アクセス路である

15‐1.
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37

持続可能な開発に向け
て、平和で包摂的な社会
を推進し、すべての人に
四方へのアクセスを提供
するとともに、あらゆるレ
ベルにおいて効果的で
責任ある包摂的な制度
を構築する

議会、裁判所、公立図書
館は、公正で平和な社会
の要であり、一方地域の
コミュニティ・センター、祈
りの場、避難所は包摂的
で思いやりのある社会に
対する市民の係わりを代
表しうる。

Hague,
Netherlands

①ICCのような施設は、その安全性を保持しつつ、

透明性と非排他的な公的領域としてデザインする
ジレンマを抱えている

②本事例では、いわゆる反テロ建築としてその両
立を試みた

③設計チームは、具体的にテロの防止、独自性
の確保、気候への適応、降雨の制御対策、訪問
者。従業員の安全等、多彩なテーマに取り組んだ

④この施設の持つ国際的な意義を、生物多様性
の中庭で象徴的に表現している

16‐1.
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持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、グ
ローバル・パートナーシッ
プを活性化する

各都市は、多くの人の手
によって作られる。それ
と同じように、17のSDGs

に到達するには、当事者
の一人だけでは不可能
であるから、協働するこ
とが不可欠である。

①ラテンアメリカでは多くがスラムに住
み、苛烈な住環境と極度の貧困に晒さ
れている

②この課題に取り組むため、青年主導
によるNPOのTECHOが設立された

③その戦略的な主な目的は以下の３つ
である

Ⅰ：スラムの地区開発の促進

Ⅱ：社会的意識と行動の強化

Ⅲ：政治的影響力の拡大

④以上を実現するため、投資や人的支
援をもたらす国際的企業とのパートナー
シップに注力

Based ln Miami, Florida & NY,
USA

17‐1.
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ORIGINAL BOOK OF ARCHITECTURE GUIDE
to the UN17 Sustainable Development Goals
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Appendix: 追加事例

（以下は今後日本の事例を掲載するための試行例である）

43

Appedix‐1: 太陽学舎

Kobe, Japan

2013年JIA環境建築賞最優秀賞

by  Kazuo IWAMURA
(IWAMURA  Atelier Inc.)

創立100周年を記念し、神戸ドイツ学院は
高度に環境に配慮した学校として建替え
を決定、プロポーザルを経て2009年に竣
工した。SDGsに関する主な特徴は以下
の通り；

1）地域の特徴を反映したデザイン

2）都市景観への配慮

3）木造によるユニバーサルデザイン

4）昼光利用、自然換気を重視したパッシ
ブデザイン

5）多様なバッファーゾーン

6）太陽光発電等によるアクティブデザイン

7）前段階での廃棄物削減 等

すべての人々に包摂的
かつ公平で質の高い教
育を提供し、生涯学習
の機会を促進する

学校や教育空間は、未
来のための投資対象とし
て最も重要な一部である。
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Appendix‐2:
Baan Nong Bua School

Baan Nong Bua, Thailand

2018 Building of the Year, ARCASIA
by  Jun Sekino
(JUNSEKINO Architect & Design Co.,Ltd.)

2014年に大規模な地震がタイ北部を
襲い、2000人に及ぶ児童達が登校す
る学校と機会を失った。

「NPO Design for Disasters」 は9つの
学校の建設に着手し、その１校が基金
の募金からあらゆる多彩な組織の強力
を募り、J. Sekinoが設計にあたって実
現した。

将来の需要や変化に対応すべく、極力
軽量・フレキシブルで安価な構造が採
用され、同時に美しく快適な学習環境
が実現した。

すべての人々に包摂的
かつ公平で質の高い教
育を提供し、生涯学習の
機会を促進する

学校や教育空間は、未来
のための投資対象として
最も重要な一部である。
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Osaka, JAPAN

by Prof. UCHIDA at.el.

The 1st Open Building housing in Japan, built in 1993, 
is composed of the following experimental 
technology and management systems,

1) Skelton + Infill + Cladding (Open Building System)
2) Flexible Floor Plan
3) Fuel Cell Cogeneration
4) Gas‐turbine Cogeneration
5) PV Power Generation
6) Waste Disposal System
7) Aqua‐loop System
8) Urban Biotope
9) 3D Passage System
10) Life Cycle Analysis
11) Environmental Accounting

Appendix‐3

NEXT 21

Skelton + Infill for longevity &  flexibility

包摂的で、安全かつレ
ジリエントで、持続可能
な都市及び人間居住を
実現する

建築環境は、持続可能
な都市やコミュニティの
発展にとって極めて需要
である。
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Appendix‐4:
CO-OP共済プラザ
Shibuya‐ku, Tokyo, Japan
by NIKKEN Sekkei Inc.

2018年JIA環境建築賞最優秀賞

日本生活協同組合連合会(JCCU) は、新たな消費者運動
の核となる政策として、7つのSDGs（#12, #7, #1, #16, #5,
#11, #13 および #3）に対応する 「CO-OP for SDGs」をと
りまとめた。

それに従い、新たな本部ビルの建設にあたって、以下の
テーマを焦点とする地域に即した働きやすいオフィスビル
が実現した。

1）太陽熱やコジェネを活用した高いエネルギー効率

2）天井の吊り物を廃した安全な室内空間

3）バッファーゾーンとしての全周バルコニー

4) 年間を通じ約20℃で安定した快適な室内環境

5) 帰宅困難者のための空間と水・食糧等の備蓄 等

Photo: Totoku Noda

気候変動とその影響に
立ち向かうため、緊急
対策をとる

建築環境のCO2フットプ

リントは削減しなければ
ならず、建築やまちは
変動しつつある気候に
適応できるようにしなけ
ればならない。
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持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、グ
ローバル・パートナーシッ
プを活性化する

The Great Earthquake and the  following 
Tsunami hit the East Japan in 2011, and 
left huge amount of affected people 
evacuated  in unhuman gymnasiums as 
refuges for long time. 

Paper Partition System designed and 
provided by VAN for human dignity at 
Ohtsuchi High‐School’s gymnasium as an 
aftermath refuge, set up by the refugees 
themselves

Based ln Tokyo,
Japan

By Shigeru BAN
(SHIGERU BAN ARCHITECTS)

Appendix‐5:
Voluntary Architects 
Network (VAN)

© SHIGERU BAN ARCHITECTS

各都市は、多くの人の手
によって作られる。それ
と同じように、17のSDGs

に到達するには、当事者
の一人だけでは不可能
であるから、協働するこ
とが不可欠である。
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持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、
グローバル・パートナー
シップを活性化する

Since Mar.11th, 2011, ITO has been 
energetically committed in relief and 
recovery activities in the affected regions.

“Home‐for‐All” projects are among them, 
providing a place for peace of mind for 
the victims to meet and communicate
each other.

More than 10 “Homes‐for‐All” for a 
variety of affected people have been 
completed to date.

Based ln Tokyo,
Japan

By Toyo ITO
(TOYO ITO & ASSOCIATES, 
ARCHITECTS)

Appendix-6:
“Home-for-All” 
Networking

©TOYO ITO & ASSOCIATES, ARCHITECTS

各都市は、多くの人の手
によって作られる。それ
と同じように、17のSDGs

に到達するには、当事者
の一人だけでは不可能
であるから、協働するこ
とが不可欠である。

49

Emergency Architects for Disaster Relief
sent by JIA nationwide to date for;
1) Aftermath investigations in general
2) Damage level diagnosis of affected buildings
3) Consultation for victims

Source: JIA Committee on Disasters, 2014 

持続可能な開発に向け
て実施手段を強化し、
グローバル・パートナー
シップを活性化する

各都市は、多くの人の手
によって作られる。それ
と同じように、17のSDGs

に到達するには、当事者
の一人だけでは不可能
であるから、協働するこ
とが不可欠である。
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Communication

Communication 

campaign / platform for 

wide scale promulgation

Education

Develop education 

policies and summer 

school programme

Data Bank

Data bank of case studies 

and urban professionals.

Develop an index of 

architectural qualities (in 

relation to SDG)

Source, categorise, 

analyse case studies 

representing each UIA 

region

次の段階へ
ＵＩＡ SDGs対応常置委員会は、今後の主な活動として以下の

ステップを用意している;

4

To be continued…
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